
 
 
 
 
 
 
  
 

 

長引く鼻水や鼻づまりを子どもだからと放置しないで！ 
鼻の中に侵入したウイルスや細菌などによって副鼻腔の粘膜が腫れて、鼻腔と副鼻腔をつないでいる穴がふさ

がってしまうことがあります。すると、副鼻腔内に鼻水や膿がたまり、副鼻腔炎が起こります。鼻水鼻づまり、
咳や痰に加え、鼻の中に悪臭を感じる、臭いに鈍感になる、鼻水がのどに落ちる（後鼻漏）、頭痛や顔面痛など
が起こることがあります。子どもは、それらの症状から「しっかり眠れない」「食べられない」「「遊べない」と
つながります。治療は、基本的に抗菌薬の服用、鼻腔内にある膿を除去する処置が一般的です。かぜの症状が落
ち着いたのに、鼻の症状が続いている場合は、急性副鼻腔炎が起こっている場合もあります。症状があればきち
んと耳鼻咽喉科や小児科を受診することが大切です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ほけんだより ８月号 

どろんこあそびや感触あそびなど夏の遊びを満喫している子どもたち。真夏の日差しが園庭を照りつけ、しばらく

の間は暑さとのお付き合いが続きそうです。日照時間の長い夏は、戸外で遊ぶ時間も長くなるので疲れがたまりが

ちです。『①早起き②朝ごはん③早寝』でしっかり休息をとれるようにしましょう。 
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  桂ぶどうの木こども園 

毎年 8 月 7 日は「鼻の日」です。1961（昭和 36）年
に、一般社団法人日本耳鼻咽喉科学会が「は（8）な（7）」
の語呂合わせから制定した記念日で、鼻の病気や健康管理に
関する知識について啓蒙しています。制定当初は、副鼻腔炎
いわゆる蓄膿（ちくのう）症の患者が多く、社会生活や学業
に大きな影響を与えていたので、この疾患の早期発見、早期
治療を進めることを目的としていました。 

 鼻の中は粘膜に覆われていて、ウイルスや細菌、ほこりなどをキャッチ

して、鼻水といっしょに外に追い出しています。子どもの鼻の中はとても

せまいので、少し鼻水が増えただけでもつまりやすいもの。小さな子ども

は上手に鼻をかめないので、こまめに鼻水を取ってあげましょう。 

 鼻の奥は耳（中耳）とつながっています。風邪をひいたときに鼻を

強くかむと、鼻の中のウイルスや細菌が中耳に送られ、中耳炎の原因

になります。普段から、「片方ずつ、やさしく」かむよう伝えましょう。 

 

鼻から息を吹いてみる 

片方ふさいで吹いてみる 

 



 

 
 
 
 

爪の伸びすぎ 
切りすぎは 

トラブルのもと！ 

 

 
特に足の指は巻き爪になりやすいので、切りすぎに注意しましょう。 

 


